
配置パターン別検討比較表【第２段階】（案）　 資料NO.1

内容 結果 備考 結果 備考 結果 備考 結果 備考

1 小学校　２学級以上

が確保できるか。

【第１段階検討項目】

・新たに想定される学区により学級数を推計し、小学校、中学校に

おいて、基本方針で定めた基準を満たすか。

※【参照】学級数推計

2 中学校　３学級以上

が確保できるか。

【第１段階検討項目】

・新たに想定される学区により学級数を推計し、中学校において、

基本方針で定めた基準を満たすか。

※【参照】学級数推計

3 大規模校が発生しないか。 ・新たに想定される学区により学級数を推計し、2040年以降に標準

規模（12～18学級）をはるかに超える大規模校（24学級を超える学

校）は発生するか。

※【参照】学級数推計資料

4 適切な通学距離が設定でき

るか。

【第１段階検討項目】

・小学校　おおむね２㎞以内

・中学校　おおむね３㎞以内

となっているか。

※【参照】小・中学校　配置距離図

5 各学区における主要地点か

ら学校までの距離

・新たに想定される学区内での主要な地点（地域集会所など）を起

点に、通学距離を測り、課題はあるか。

※【参照】通学距離等確認資料

6 通学の安全性が確保できる

か。

・学区変更による通学の要所（鉄道、交通量の多い道路等）となる

箇所や事故多発地点はあるか。

※【参照】通学上の危険箇所等

旭小学校 小谷小学校 旭小学校 小谷小学校

配置パターン A B C D

配

置

学

校

位

置

小学校

4校

寒川小学校 寒川小学校 寒川小学校 寒川小学校

一之宮小学校 旭小学校 一之宮小学校 旭小学校

通

学

条

件

小谷小学校 南小学校 小谷小学校 南小学校

中学校

2校

寒川中学校 寒川中学校 旭が丘中学校 旭が丘中学校

旭が丘中学校 寒川東中学校

確認項目

学

校

規

模

旭が丘中学校 寒川東中学校
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配置パターン別検討比較表【第２段階】（案）　 資料NO.1

内容 結果 備考 結果 備考 結果 備考 結果 備考

旭小学校 小谷小学校 旭小学校 小谷小学校

配置パターン A B C D

配

置

学

校

位

置

小学校

4校

寒川小学校 寒川小学校 寒川小学校 寒川小学校

一之宮小学校 旭小学校 一之宮小学校 旭小学校

小谷小学校 南小学校 小谷小学校 南小学校

中学校

2校

寒川中学校 寒川中学校 旭が丘中学校 旭が丘中学校

旭が丘中学校 寒川東中学校

確認項目

旭が丘中学校 寒川東中学校

7 自治会からの協力や連携の

しやすさ。

・多くの自治会からの協力や連携を進める上で、地域住民が学校へ

アクセスが容易であるか。

※【参照】区域重ね図（小・中学校）

8 「地域とともにある学校」

としての利便性は確保でき

るか。

・学童クラブや広域避難場所等、地域の施設としての機能の視点か

ら、地域住民の利便性を配慮した配置となっているか。

※【参照】区域重ね図（小・中学校）

施

設

の

機

能

9 十分な敷地要件を確保でき

るか。

既存の敷地において、

・小・中学校設置基準（文部科学省令）を満たしているか。

・新たに想定される学級数に応じた必要面積を十分確保できるか。

※【参照】：小・中学校設置基準との比較表

10 十分な建物要件を確保でき

るか。

既存の校舎や体育館等において、

・小・中学校設置基準（文部科学省令）を満たしているか。

・新たに想定される学級数に応じた必要面積を十分確保できるか。

・統合に伴う普通教室数は十分確保できているか。

・少人数学級導入に伴う普通教室数は確保できるか。

　（増築の必要があるか。）

※【参照】小・中学校設置基準との比較表

学

校

と

地

域

と

の

連

携
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内容 結果 備考 結果 備考 結果 備考 結果 備考

旭小学校 小谷小学校 旭小学校 小谷小学校

配置パターン A B C D

配

置

学

校

位

置

小学校

4校

寒川小学校 寒川小学校 寒川小学校 寒川小学校

一之宮小学校 旭小学校 一之宮小学校 旭小学校

小谷小学校 南小学校 小谷小学校 南小学校

中学校

2校

寒川中学校 寒川中学校 旭が丘中学校 旭が丘中学校

旭が丘中学校 寒川東中学校

確認項目

旭が丘中学校 寒川東中学校

11 教育方法等の多様化への課

題はあるか。

既存の建物において、

・多目的スペースや少人数教室等、教育方法等の多様化に応じる施

設整備が行われているか。

・校内LANの整備等、ICT化への対応は十分か。

統合後の対策がどの程度必要が確認する。

※【参照】多目的スペース等の整備状況一覧

12 施設の使用目標年数を超過

する時期と修繕、更新（建

替え）時期のタイミングは

適切か。

・各校舎の建築後の経過年数と使用目標年数(終期)及び現在の劣化

度等から、修繕、更新(建替え)時期を想定し安全な利用が可能か。

※【参照】施設更新（建替え）時期一覧表

13 複合化の可能性はあるか。 ・現状の利用状況を踏まえ、複合化等の余地について整理する。

※【参照】・町内公共施設位置図、・複合利用事例

14 更新（建替え）までにかか

る修繕・改修費はいくら

か。

・校舎の安全面で大規模改修を可とした場合の費用を試算（場合に

より簡易な改修のみも含む）

※【参照】修繕等対応一覧表

15 更新（建替え）費用はいく

らか

・想定される学区により学級数を推計し、標準的な学校建築費を試

算する。

※【参照】更新（建替え）費用一覧表

整

備

経

費

の

検

討

施

設

の

機

能
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配置パターン別検討比較表【第２段階】（案）　 資料NO.1

内容 結果 備考 結果 備考 結果 備考 結果 備考

旭小学校 小谷小学校 旭小学校 小谷小学校

配置パターン A B C D

配

置

学

校

位

置

小学校

4校

寒川小学校 寒川小学校 寒川小学校 寒川小学校

一之宮小学校 旭小学校 一之宮小学校 旭小学校

小谷小学校 南小学校 小谷小学校 南小学校

中学校

2校

寒川中学校 寒川中学校 旭が丘中学校 旭が丘中学校

旭が丘中学校 寒川東中学校

確認項目

旭が丘中学校 寒川東中学校

16 公民連携の可能性 ・公民連携による施設の建築及び管理運営が可能か。

※【参照】官民連携事例

17 跡地利用の可能性 ・学校再配置の結果、未配置校となった学校敷地の利活用・売却の

見込みについて。

※【参照】校地土地用件表

18 小・中一貫教育導入時の有

効性

・配置状況などから連携しやすいか、弊害となることは何かなどに

より比較

※【参照】小・中一貫教育導入に係る課題整理表19 コミュニティ・スクール ・配置状況などからコミュニティ・スクールの運営の課題などがあ

るか。

※【参照】コミュニティ・スクール推進に係る課題整理表

20 少人数学級 ・少人数学級への対応が可能か。

※【参照】少人数学級に係る課題整理表

総

括

21 総括 ・項目全体的な整理

整

備

経

費

の

検

討

新

し

い

学

校

の

か

た

ち

各施策を推進していくための課題整理を行います。

１～２０を踏まえ、まとめを記載
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